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研究分野 医薬

キーワード がん免疫、感染症、自己免疫疾患

研究室URL： http://www.med.u-toyama.ac.jp/immuno/top.html

研究の背景及び目的

新たながん治療法としてがん抗原特異的T細胞受容体（TCR）遺伝子を患者T
細胞に発現させて用いるTCR-T療法が期待されている。しかしながら、効果
的なTCR遺伝子をα鎖とβ鎖のペアで取得することは困難であるため、現在
のTCR-T療法の臨床試験は特定の抗原と主要組織適合抗原（MHC）をもつ
患者のみに対象が限定されている。我々はTCR-T療法の開発促進を目的に、
抗原特異的なT細胞からTCR遺伝子をα鎖とβ鎖のペアで取得し、その機能
を短期間で評価できるシステムの開発を行った。

期待される効果・応用分野

抗原特異的キラーT細胞の検出からそのTCR遺伝子を取得し、その機能検証を10日間でできるシ
ステムを開発した。また、このシステムを用いて、多数の腫瘍浸潤T細胞の解析を行なってきた
。さらに、取得したTCRを短期間に効率よく評価する系を確立している。さらに取得したTCRを
短期間に効率よく評価する系を確立している。。以上、抗原特異的T細胞のTCR遺伝子取得から
その評価までを効率的に行うことができる。これら手法はがんを対象にしたTCR-
T療法のみならず、感染症や自己免疫疾患に対するT細胞の解析にも応用できる。

■ 共同研究・特許など
特許第6508873号 抗原特異的Ｔ細胞受容体の取得方法
特許第6327734号 Ｔ細胞の刺激方法およびその利用
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